
令和３年度第２回小金井市青少年問題協議会専門委員会 

＜次   第＞ 

 

            日 時 令和３年１２月２３日（木）午前１０時 

            会 場 桜並集会所 集会室Ａ 

 

 

 

１ 開   会 

 

２ 議   題 

 

⑴ 専門委員会による調査、協議のテーマについて 

 

 

３ 閉   会 

 

 

 

 

 

 

配布資料 

 資料３ 研究・調査の方向性 

参考資料 

・青少年問題協議会における過去の調査項目（平成２２年度～令和元年度） 

 



資料３ 

研究・調査の方向性 

 

調査方法：子どものみ（学年による差異）、保護者と子どもの比較、過去調査との比較 

調査票：最大２５問程度（1問 4択程度。令和元年度調査票参照） 

 

イメージ１「コロナ禍の実態 と ネットリテラシー」 

・ 保護者と子どもにそれぞれの項目をアンケートし、大人から見た子どもの変化と、

子どもの実感の比較から見えたことについて提唱する。 

・ 構成としては、「コロナ禍で思ったこと」、「対人関係の変化」、「ネットとの付き合

い方の変化」を各５～７問で確認する。 

 

 

イメージ２「コロナ禍の不安」 

・ 保護者と子どもにそれぞれの項目をアンケートし、大人が感じている不安と、子

どもの実感の比較から見えたことについて提唱する。 

・ 構成としては、「コロナ禍の不安」をメインに「生活状況の変化」、「心の状態（自

己肯定や家族安心感）の変化」を各５～７問で確認する。 

コロナ禍の不安

安心

感染対策
続けた方がいい感染対

策

家庭 家族との関係性の変化

ネット

コミュニティ

トラブル有無

使い方（使用時間・フィル
タリング）

ネットの良いところ

制限

感染対策 解除してもいい感染対策

機会喪失
なくて残念な機会（家庭・

学校）

関係性喪失
関係性変化の自覚（タ
テ・横・ナナメ）



資料３ 

 

 

イメージ３「ＩＴ環境の変化」 

・ 保護者と子どもにそれぞれの項目をアンケートし、大人が把握していることと、

子どもの実感の比較から見えたことについて提唱する。 

・ 構成としては、「ＩＴ充実による受け止め方」を確認するとともに、ネットリテラ

シーが備わっているのか確認する。 

 

コロナ禍の不安

身体

IT機器長時間利
用

使い方（使用時間・フィルタリング）

不調の自覚

運動・活動制限

なくて残念な機会（家庭・学校）

低下の自覚

精神

交流減少（異年
齢・表情）

回復したい交流の種類

マスク越しで困る事

不登校 ？？（不定愁訴）

IT環境変化

良い面

対面によらない
関係構築

新たな交流の有無（タテ・横）

ネット上の交流のいいところ

学習方法の多
様化

IT活用で良かった点

IT活用で困った点

悪い面

対面によらない
関係構築

トラブル有無

（表現力・消費）

対処法提示による啓発

格差（情報・環
境）

IT機器環境

（家庭）

機器との付き合い方の自覚


